
教育大綱の推進に向けた令和４年度の主な取組みについて

単位：千円

教育大綱の基本方針をふまえ、
特に意識してすすめるべき点

主な取組み No. 内容
コロナ
対策

新規/拡充
/継続の別

現計予算
（千円）

担当課

市民活動団体の活性化 1
・市民活動団体が自主的に実施する地域活性化や課題解決につながる活動に対する助成
　活動促進事業　8月末現在　4団体
　協働促進事業　8月末現在　3団体5事業

継続 900 協働推進課

2
・協働のまちづくり推進会議（市・地域の代表者・学識経験者により協議する場）の開催
　8月末現在　1回開催
　モデル的事業の報告、協働のまちづくり基本指針の実現に向けた支援の在り方等ついて協議　ほか

継続 300 協働推進課

3

・まちづくり協議会に対する支援
　協働のまちづくり支援金　全20地区
　モデル的事業に対する助成　2地区3事業
　事務局強化支援事業に対する助成　5地区

継続 257,000 協働推進課

4

・協働のまちづくり人材育成への支援
　各まちづくり協議会が実施する人材育成事業への講師派遣
　8月末現在　2件
　まちづくり活動の実践講座等の開催
　8月末現在　0回（随時開催予定）
　まちづくりフォーラムの開催
　8月末現在　0回（2月開催予定）

継続 1,065 協働推進課

結婚の促進 5

・結婚新生活世帯に対する助成
　結婚を機に新生活を始める世帯へ住居費・引越費用を支援
　8月末現在　10件
　※令和4年度から対象経費、補助上限額（夫婦ともに29歳以下のみ）を拡充

拡充 12,000 協働推進課

6

・先天性風しん症候群の予防
　一定年代の男性に対し、抗体検査及び予防接種法に基づく定期接種を実施
  7月末現在　抗体検査：109人、予防接種：28人
・岐阜県無料風しん抗体検査の該当者で、風しん抗体が十分でない者に対し予防接種費用を助成
　7月末現在　予防接種：34人

継続 21,770 健康推進課

7
・産後健診の実施
　母子健康手帳交付時に受診票を交付し、市内委託医療機関等で個別健診を実施　（産後2週間・1ヶ月健診）
　7月末現在　産後2週間：141件　産後1か月：148件

継続 4,900 健康推進課

8
・電子母子手帳「さるぼぼタッチ」の提供
　妊婦教室のお知らせや子育てイベントを配信
　7月末現在登録者数　 1,455人

継続 600 健康推進課

① 社会全体で協働し、子ど
もたちを育むこと

協働のまちづくりの推進

② 妊娠期から子どもが自立
するまで継続して支えること

妊産婦の健康支援

資料２
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9
・妊婦栄養支援事業
　妊娠中の方の牛乳またはヨーグルトの購入費を助成
　7月末現在　42件

継続 600 健康推進課

10
・助産師相談日の開設
　月2回助産師による相談日を開設
　8月末現在　10回、13人

継続 130 健康推進課

11

・産後ケア事業
　産後のホルモンバランスの崩れなどから、精神的に不安定になっている母親に対し、医療機関に宿泊・通所した
り、助産師が自宅に訪問し、心身のケアや育児サポートを実施
　7月末現在：利用者 8人、宿泊型1泊、通所型1日、訪問型 18回

継続 1,600 健康推進課

12
・給食費の負担軽減
　給食費の1/3などを保護者に代わって市が負担

継続 128,484 教育総務課

13
・物価高騰に伴う給食費の食材価格の上昇分を助成
　食材価格高騰に伴い、公立保育給食賄材料費を増額
　（私立保育園については県が実施）

新規 900 子育て支援課

14 ・物価高騰に伴う学校給食の食材価格の上昇分を助成 新規 9,400 教育総務課

15
・小児がん患者へのワクチン再接種に対する助成
　7月末現在　0件

継続 200 健康推進課

16

・放課後児童支援員の処遇改善に対する助成
　支援員の勤続年数や研修実績に応じた賃金改善に要する費用を助成
　対象者見込み
　キャリアアップ　71名
　処遇改善臨時特例補助金　113名

拡充 21,000 子育て支援課

17

・養育支援が必要な家庭に対する訪問支援
　支援が特に必要な家庭へ訪問支援者を派遣し、養育に関する指導や助言、家事や育児などの援助を行い、当
該家庭の適切な養育を確保（利用者負担なし）
　8月末現在　1名

継続 1,000 子育て支援課

保護者の経済的負担の
軽減

妊産婦の健康支援

② 妊娠期から子どもが自立
するまで継続して支えること

③安心して子育てできる働き
方を確保すること

子育て家庭への支援
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18

・ひとり親家庭等に対する訪問支援
　ひとり親家庭等の親が就学や疾病、冠婚葬祭などにより、一時的に家事の援助や保育サービスが必要となった
場合に対し、家庭生活支援員を派遣し、生活を支援
　8月末現在　2名

継続 500 子育て支援課

19

・子ども食堂の開設・運営に対する支援
　生活に困窮する世帯やひとり親家庭など支援を必要とする子ども等を対象に、食事の提供や学習支援などの子
どもの居場所づくりを促進
 　8月末現在　新規1件、継続2件　2,348千円

継続 6,000 子育て支援課

20
・母子生活支援施設の整備に対する助成
　母子生活支援施設「清和寮」の老朽化等による移転改築事業をすすめる法人に対し、3市１村で連携して整備
費用を助成

継続 10,525 子育て支援課

21

・施設等の退所に係る身元保証人の確保に対する支援
　母子生活支援施設に入所中又は退所した子どもや女性に対し、就職やアパート等の賃貸、大学等へ進学する
際に施設長が身元引受人となった場合の損害保険料を市が負担し、身元保証人の経済的負担を軽減し、社会的
自立を支援
　8月末現在　2名

継続 40 子育て支援課

22

・託児およびＳＮＳ等による相談支援を実施する（ファミリーサポート事業）。
・既存の保育サービスでは応じ切れない保育ニーズに応えることで、安心して子どもを生み育てることができる環
境づくりの実現を図る。
　7月末現在　託児419件、相談197件
　※8月末は9月中旬以降に確定予定

新規 10,200 子育て支援課

23

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）
・児童1人当たり一律5万円
・下記対象者に支給
　①R4.4月分の児童扶養手当受給者
　②公的年金等受給者でR4.4月分の児童扶養手当の支給を受けていない方
　③感染症の影響を受けて家計が急変するなど収入が児童扶養手当受給者の水準となっている方
　※ひとり親世帯以外分との併給は不可
　　8月末現在　490件、37,400千円

● 新規 47,000 子育て支援課

③安心して子育てできる働き
方を確保すること

子育て家庭への支援

3                                          



教育大綱の推進に向けた令和４年度の主な取組みについて

単位：千円

教育大綱の基本方針をふまえ、
特に意識してすすめるべき点

主な取組み No. 内容
コロナ
対策

新規/拡充
/継続の別

現計予算
（千円）

担当課

資料２

24

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯以外分）
・児童1人当たり一律5万円
・下記対象者に支給
　①R4.4月分児童手当または特別児童扶養手当受給者で住民税均等割が非課税の方
　②Ｒ4.3.31時点で18歳未満の児童（障がい児の場合、20歳未満）を養育する父母等で、令和4年度分の住民税
均等割が非課税である者、またはＲ4.1.1以降の収入が急変し、住民税非課税相当の収入となっている方
※ひとり親世帯分との併給は不可
　　8月末現在　237件、22,600千円

● 新規 35,000 子育て支援課

25

・中小企業事業所内保育施設の運営に対する助成
　子育て世代が働きやすい環境づくりを推進するための事業所内保育施設の運営に対する助成
　8月末現在　2件
　夜間保育の運営費に対して助成を加算

継続 6,900 雇用・産業創出課

協働のまちづくりの推進 26 【No.3再掲】 協働推進課

地域の声を生かした学
校づくり

27

・学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）の実施
　小中学校下において20協議会を設置・運営
・学校運営協議会会長会の実施（オンライン　1回）

【参考】
・R4.3.1、朝日・高根地域における学校のあり方について、朝日・高根地区の両まちづくり協議会より提言あり
　提言内容
　①小中学校が一つになった「義務教育学校」を目指す。
　②義務教育学校と保育園とのつながりを深め、地域ぐるみで子どもの育成を目指す。
　③安心安全な教育環境の早期実現を目指す。

継続 - 学校教育課

28
・公立保育園の運営、私立保育園への児童保育委託、保育料軽減、私立保育園の運営に対する助成、私立保育
園の特別保育サービスに対する助成(重度障がい児受入れに対する助成の拡充）、保育士処遇改善に対する助
成、新型コロナウイルス感染症対策に対する助成

● 拡充 2,431,780 子育て支援課

29

・保育士確保に向けたプロモーション
　7月に中学、高校生を対象にした保育の仕事体験バスツアー（岡本保育園、東海学院大学短期学部）を開催し
17名が参加
　PRチラシの配付によるプロモーション活動

継続 140 子育て支援課

幼児教育の推進 30 ・私立幼稚園の運営に対する助成、私立幼稚園への施設型給付及び施設等利用給付、副食費の免除 拡充 185,930 教育総務課

④ 家族や身近な人たちに見
守られながら絆や愛情を育む
こと

保育サービスの充実

③安心して子育てできる働き
方を確保すること

子育て家庭への支援

⑤ すべての子どもが健やか
に育つ保育を整えること
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乳幼児の健康の保持増
進

31
・屈折検査機器による3歳児眼科検診
　3歳児健診受診者数　7月末現在： 216人

継続 260 健康推進課

障がい児の療育の支援 32
・障がい児通所支援事業の利用者負担金に対する助成
　8月末現在　支給決定者数532人
　7月末現在　延べ利用者数14,262人　※8月分未確定

継続 12,620 子育て支援課

地域の遊び場や居場所
の充実

33
・町内会等が行う児童遊園地整備に対する助成
　補助率：3/4、限度額：750千円
　8月末現在5件、3,024千円

継続 3,000 子育て支援課

⑥ 食育や眠育により、望まし
い生活習慣を身につけること

食育や眠育の推進 34

・食育・眠育の推進
　睡眠の大切さなどを伝える講演会を開催（7月、10月)
　中学3年生への健康教育(8～9月)
　「子どもノート」の配付による乳幼児期からの保護者の理解の促進

継続 710 健康推進課

保育園における安全安
心の確保

35
・荘川保育園新設に係る設計を行う。
・たんぽぽ保育園園舎整備に対する助成を行う。
 　4月18日付交付決定

新規 275,000 子育て支援課

36

・学校施設の改修
　江名子小・三枝小校舎の長寿命化改修（令和3年9月27日着工）
　東山中屋内運動場の長寿命化改修
　西小プールの改修（5月17日着工）

継続 1,552,500 教育総務課

37
・荘川小・中学校の整備
　校舎の改修・増築、屋内運動場の建替えに係る設計（8月4日プロポーザル審査実施）

新規 114,760
教育総務課
学校教育課

38
・屋内運動場のガラス飛散防止改修
　宮小、朝日中（7月17日着工）
　西小、栃尾小

継続 12,400 教育総務課

39
・学校における感染症対策の実施（国補助金を活用）
　児童生徒・教職員等の感染対策に必要となる物品の購入

● 継続 32,000 教育総務課

40 ・感染症拡大時におけるスクールバス運行業務の委託 ● 新規 3,500 教育総務課

学校における安全安心
の確保

⑤ すべての子どもが健やか
に育つ保育を整えること

⑦ 教育、子育てに関連する
施設を整えること
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41
・学校給食センター整備計画の策定
　公設卸売市場内での高山センター整備、官民連携（PPP）の活用

継続 - 教育総務課

42 ・学校給食荘川センター新設に係る設計及び管理業務委託 新規 4,700 教育総務課

地域が主体となった子
どもの居場所づくり

43
・協働のまちづくり支援金及び市民活動事業補助金
　地域や市民活動団体などが行う子どもたちの居場所づくりに対する助成

継続 - 協働推進課

不登校児童生徒の支援 44

・高山市方式教育支援センター構想の立案・試行
・「であい塾の全市的な展開」検討委員会の開催（３回）及び支援策の試行（6月に第1回を実施済）
・ボランティア「であい塾友の会」の総会を8月に実施
・学校心理士による教育相談及び学校訪問でのコンサルテーション

継続 960 学校教育課

子ども発達支援セン
ターの強化

45

・保育士研修による療育支援体制の充実（療育支援マイスターの育成）
  新人研修：1回　 初級研修・補助研修・マイスター研修：3回
・園や小学校職員の支援力向上のため、療育に係る専門家の派遣
  専門療育スタッフ支援事業：小学校（14校）・保育園（3園）
・幼児や児童に対する発達検査の実施　　学童：　7件　　保育園児：　23件
・公認心理師の配置による相談支援業務等の強化　　　　巡回訪問：28回
・母子健康包括支援センターとの連携強化　　　　　　　　　4回/年

継続 1,390 子育て支援課

46
・特別支援員・保健相談員の配置
  不登校傾向、外国籍、特別な支援が必要な児童・生徒への支援
　小学校：91人、中学校：35人

継続 116,519 学校教育課

47
・学校教育活動等への人的支援
　学習指導員及びスクールサポートスタッフの配置
　学習指導員：10人、スクールサポートスタッフ：20人

● 継続 26,474 学校教育課

48
・要保護・準要保護等児童生徒に対する支援
　経済的に援助が必要な児童・生徒への学用品等の一部や給食費等の支給を行うことにより就学を支援
　8月末　521人

継続 42,800 学校教育課

⑩ 子どもの人権を尊重し、虐
待やいじめをなくすこと

こころの健康支援 49

・ゲートキーパー育成講座、命の大切さの啓発
　市民や相談事業に携わる専門職、民生児童委員、市職員等を対象に講座を開催
　　（9月から実施予定）
　啓発リーフレットの作成、配布
　健康づくり推進協議会専門部会における意見交換、情報共有

継続 690 健康推進課

⑧ すべての子どもに、その子
にとっての居場所をつくること

学びのセーフティネット
の構築

⑨ 子ども一人ひとりに寄り添
い、個性や能力を伸ばすこと

安全安心な学校給食の
提供

⑦ 教育、子育てに関連する
施設を整えること
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教育大綱の推進に向けた令和４年度の主な取組みについて

単位：千円

教育大綱の基本方針をふまえ、
特に意識してすすめるべき点

主な取組み No. 内容
コロナ
対策

新規/拡充
/継続の別

現計予算
（千円）

担当課

資料２

50
・児童生徒等の重大事態調査委員会の開催
　市内の児童生徒等のいじめ等の実態や対応状況について報告

継続 165 企画課

51

・全小中学校へのいじめ防止アドバイザーの派遣
　1名を各校2回程度派遣
　教職員に対するいじめの早期発見、早期対応にかかる指導・助言等の実施
　市内教職員に対して4月に全職員研修を実施
　保護者向け、子ども向けの講演を実施（北稜地区での地区懇談、清見小での授業）

継続 1,370 学校教育課

保育の情報化推進 52

・保育士の負担軽減を図ることで保育の質を確保するためICT化を推進する。
（私立）１園
・保育支援システム導入への助成
　 6月14日付交付決定
（公立）8園
・保育支援システム導入(10月予定)
　午睡チェックセンサー導入（8月）

新規 17,700 子育て支援課

53
・ＩＣＴ機器を活用した教育の推進
　電子黒板、1人1台タブレットの活用、35人学級増設の対応
　オンライン授業による学習保障

拡充 169,860 学校教育課

54
・自宅でのオンライン学習環境整備にかかる機器等の貸出し
　貸出用ルーター320台の運用

● 拡充 4,240 学校教育課

55
・校務支援システムの活用
　グループウエア・名簿・出席簿・通知表・要録管理・保健関係の記録に活用
　帳票の統一化、情報の一元化により校務作業を軽減

継続 7,170 学校教育課

56
・健康ポイントの実施
　広報たかやまにて全世帯に配布し、7月から賞品交換開始
　7月末交換者数　55名

継続 1,400 健康推進課

57
・若年層（特に中学3年生および高校生）における健診受診機会の提供
・学校における健診実施に向けた協議

継続 16,300 健康推進課

58

・若年層に対する子宮頸がんワクチン接種の積極的勧奨を再開
　定期接種・・・（小6から高１相当年齢）の女子、標準的な接種年齢13歳（中1）：令和4年４月に予診票を送付
　キャッチアップ接種・・・平成9年度から平成17年度生で未接種の女子：令和４年5月に予診票を送付
　7月末現在　定期接種　１１１人、キャッチアップ接種　119人

新規 3,760 健康推進課

⑫ 健康意識を高め、自ら健
康を守る力を身につけること

健康の保持増進

いじめ等対策の推進

教育の情報化推進

⑩ 子どもの人権を尊重し、虐
待やいじめをなくすこと

⑪ グローバル化や情報化な
ど新しい時代に対応できる子
どもたちを育てること
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教育大綱の推進に向けた令和４年度の主な取組みについて

単位：千円

教育大綱の基本方針をふまえ、
特に意識してすすめるべき点

主な取組み No. 内容
コロナ
対策

新規/拡充
/継続の別

現計予算
（千円）

担当課

資料２

⑬ 保幼小中の連携に加え、
高校や大学と連携を強めるこ
と

大学連携の推進 59

・大学連携センターに対する助成、大学と連携した調査等の実施
  運営費助成、大学と連携した調査等の業務委託、産学金官連携の促進
　持続可能な観光まちづくりに関する調査研究、コロナ禍における経済対策の市内経済への影響等調査　等を実
施
　大学等の市内における活動促進を目的とし、大学等によるゼミ合宿に対する支援の窓口変更及び内容を拡充

拡充 17,750 企画課

若者の活躍するまちづ
くりの推進

60
・村半「若者等活動事務所」の運営
　8月末現在　来所者数：9,591人　新規登録者数：148人、13団体

継続 4,800 企画課

企業誘致の促進 61

・サテライトオフィスの設置促進
　飛騨高山お試しサテライトオフィスの活用による都市部の企業のサテライトオフィス立地促進
　   8月末現在　入居企業：2社
　サテライトオフィス開設に対する助成制度による支援
     8月末現在　0件

継続 2,000 雇用・産業創出課

62
・高校生の遠距離通学者等に対する助成
　公共交通機関の通学定期券購入などに係る費用の助成

継続 14,000 教育総務課

63
・県立森林文化アカデミーとの連携による林業の担い手育成支援
　県立森林文化アカデミーとの連携協定に基づき、アカデミー卒業後本市にて林業等への就業を志す学生に対
し、学費等の修学に必要な経費への支援（R3年度より新規）

継続 1,500 林務課

64

・高齢者等の公共交通の利用を促進するための割安な乗車パスポートの発行
　　おでかけパスポートの発行・利用（8月末現在）
　　　有料発行：57件、無料発行：19件
　　　利用回数：11,114回
・若年者の公共交通の利用を促進するための運賃無償化
　　ヤングパスポートの利用（8月末現在）
　　　利用回数：8,580回
・新たな公共交通手段の導入に向けた実証実験等
　　スマートフォン等を活用したデマンドタクシー予約、バスロケーション（位置情報）システムの導入など
・暮らしやすく働きやすい環境を整えるため、必要に応じ、のらマイカー等の運行体系の見直しを行う

拡充 271,400 都市計画課

65

・インターンシップ受入事業所に対する助成
　若者の地元就職を促進するため、インターンシップ受入事業者に対し、事業者が負担する実習生の滞在に要す
る費用の一部を助成
　8月末現在　2件
　＜Ｒ4.10拡充＞助成対象となるインターンシップの実施期間を5日以上から3日以上に緩和
　　　　　　　　　　 助成対象となる費用に交通費（補助上限1人あたり30,000円）を追加

拡充 1,600 雇用・産業創出課

高等教育等への支援

⑭若者が暮らし、働きたくなる
魅力的なまちにすること

暮らしやすく働きやすい
環境づくり
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教育大綱の推進に向けた令和４年度の主な取組みについて

単位：千円

教育大綱の基本方針をふまえ、
特に意識してすすめるべき点

主な取組み No. 内容
コロナ
対策

新規/拡充
/継続の別

現計予算
（千円）

担当課

資料２

⑭若者が暮らし、働きたくなる
魅力的なまちにすること

暮らしやすく働きやすい
環境づくり

66

・事業承継にかかる融資に対する助成
　事業承継を控えた又は承継後間もない事業者の利用する制度、融資の利子等を支援することにより、事業承継
の円滑化を図る
　8月末現在　4件 保証料補給0円・利子補給2,660千円（継続分）

継続 3,200 商工振興課

67

○子ども夢創造事業（科学）の充実
・紙飛行機を飛ばそう（7月2日：飛騨・世界生活文化センター、57名）
・科学ひろば（7月29日：飛騨・世界生活文化センター、257名）
・施設見学（京都大学飛騨天文台）（8月8日、14名）
・ものラボワークショップ（大学生による指導等）
　※新型コロナウイルス感染症の影響により中止
・クルマを楽しく学ぼう＠高山自動車短大（10月1日予定）

継続 1,800 生涯学習課

68

○生涯学習講座や出前講座の開催、生涯学習人材登録制度による地域人材の活用
・生涯学習講座　「携帯電話講座」（5月　5回開催　18名）
・出前講座　75講座
・生涯学習人材登録制度　登録件数：72件
○放送大学岐阜学習センター高山分室の管理運営
・学生数　68人

継続 270 生涯学習課

69
・子ども夢創造事業（しごと）の実施
　市内小中学生を対象に高山市の地場産業の高度な技術の見学や勉強会

継続 1,000 雇用・産業創出課

70
・部活動指導員の配置
　10校に19名の指導員を配置

継続 7,528 学校教育課

71
・各種大会出場費に対する助成
　部活動及びクラブ活動の大会派遣等に対する助成
  8月末　19件

継続 9,000 学校教育課

72
・高地トレーニングエリア構想に基づく整備
　飛騨高山御嶽トレーニングセンタートレーニング機器の購入（ワットバイク・多目的ボックス）
　医科学サポートスタッフの配置　ほか

継続 4,562 スポーツ推進課

73
・市内小中学生等の高地トレーニングエリア利用に対する助成
　エリア内での宿泊料、移動費用に対する助成
　8月末現在　2団体　63人

継続 500 スポーツ推進課

⑮ 学んだことを社会に活か
せる生涯学習を活発にするこ
と

生涯学習の推進

部活動の支援

高トレエリアの環境充実

⑯ レクリエーション・健康・競
技など目的に応じたスポーツ
を活発にすること
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教育大綱の推進に向けた令和４年度の主な取組みについて

単位：千円
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（千円）

担当課

資料２

74

・子ども夢創造事業（スポーツ）の充実
　FC岐阜交流事業
　　サッカー教室等
　ブラックブルズ交流事業
　　訪問指導
　　体験教室
　ジュニアゴルファーの育成
　トップアスリートの招へい

継続 4,000 スポーツ推進課

75
・飛騨高山ブラックブルズ岐阜への助成
　競技力向上のための支援

継続 2,000 スポーツ推進課

76
・地域スポーツ活動の指導者育成
　スポーツ指導員資格取得の支援

継続 530 スポーツ推進課

77 ・高山市民プールの再整備（設計） 新規 12,000 スポーツ推進課

⑰ 暮らしと人間性や創造性
を豊かにする文化芸術を活
発にすること

文化芸術の振興 78

○子ども夢創造事業（文化芸術）の充実
・市外訪問型ワークショップ：「わたしも一日芸大生（名古屋芸術大学）」
　※新型コロナウイルス感染症の影響により中止
・市内招待型ワークショップ：「わたしも一日芸大生 in 高山」
　名古屋芸術大学の講師による日本画とデザインの無料体験講座（8月10日・18日、24名）
・現代アートワークショップ：「わたしも光の芸術家」
　「光」を用いたアート作品を制作する無料体験講座（冬期予定）

継続 2,000 生涯学習課

79
・高山祭屋台行事の伝承に対する助成
　祭礼衣装等の復興を支援　1団体2,000千円

継続 2,000 文化財課

80
・高山祭屋台等の復刻・保存に向けた調査
　調査成果について地域住民等への周知
　　調査結果のホームページ掲載の継続

継続 － 文化財課

81
・伝統的建造物群保存地区拡大に向けた調査
　第1回現地調査（8月）
　調査成果報告会の開催

継続 3,100 文化財課

82
・高山市政記念館の改修整備
　耐震補強工事（第二期）の実施
　現場見学会の開催

継続 24,700 文化財課

⑱ 誇りと愛着に満ちた歴史
文化を次代に脈々と引き継い
でいくこと

文化財の保存・活用

⑯ レクリエーション・健康・競
技など目的に応じたスポーツ
を活発にすること

スポーツ活動の充実
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83

・日本遺産を中核とした環境整備・人材育成
　子ども向け日本遺産パンフレットの配布
　日本遺産スタンプラリー、フォトラリーの継続
  日本遺産認定継続に係る地域活性化計画実績報告書及び新たな地域活性化計画の審査への対応

継続 200 文化財課

84
・日本遺産等の地域資源の活用に向けた調査
　国府地域での日本遺産サイクルラリーの実施（10月～）

拡充 840 文化財課

歴史的風致の維持向上 85
・飛騨高山まちの体験交流館を指定管理施設として運営
・伝統工芸や文化財に指定された伝統技術などの実演の場、観光客の体験交流の場としての活用

継続 27,920 文化財課

86
・ふるさと魅力体験学習
　市内小中学校による県内施設の見学や各種体験の実施

継続 1,125 学校教育課

87
・社会科副読本「飛騨の高山」別冊版の作成
　市内各地域について深く学びあうことを目的として各小学校において作成
　小学3年生用の社会科副読本別冊「わたしたちのまち高山」のR4年度版を発行

継続 400 学校教育課

　

⑱ 誇りと愛着に満ちた歴史
文化を次代に脈々と引き継い
でいくこと

無形文化遺産・日本遺
産等の活用

自ら学び考える力の育
つ教育の推進
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